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１．基本方針

〇電気設備項目
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２

３
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1)
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７
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９
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1)
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１１

１２
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１４
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1)

2)

１６

※既存庁舎は、上記表の○印の設備項目を原則全て更新とする。

電力引込

外灯

構内通信線路

市庁舎

入退室管理設備

火災報知設備

自動火災報知

自動閉鎖

映像・音響設備

構内配電線路

拡声設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備

インターホン

トイレ呼出

監視カメラ設備

○

電灯設備

動力設備

受変電設備

発電設備

自家発電

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

建替1期庁舎

○

○

○

○

○

○

○

既存庁舎
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附属棟
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

屋外

○

○

構内交換設備

太陽光発電

静止型電源設備

構内情報通信網設備
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１) 基本方針

・ 公共施設として、利便性、機能性、安全性に優れた計画とし、地域・施設特性にも十分に配慮した

省エネルギー化および維持管理費・ランニングコスト削減を図る設備システムを計画します。

・ 自然エネルギーの利用を積極的に採用し、ＣＯ２排出量及びライフサイクルコストの削減にも配慮した

計画とします。

２) 設計方針

○ 省エネルギー、省資源化への配慮

・ 自然エネルギーの効率的利用に配慮した計画を行います。

・ 照明の集中監視、スケジュール制御、点滅の細分化により照明の点滅制御を行います。

・ LED照明を採用し、明るさセンサー、人感センサーによる照明の自動調光制御により、

自然光の採用や必要とする部分の照明点灯により省エネを図ります。

・ 太陽光発電設備を設置することで消費エネルギーの低減を行います。

○ 長寿命、環境負荷低減への配慮

・ 耐久性、耐震性、耐火性、保守性に優れた材料を採用します。

・ 使い捨て材料の最小化、リサイクル困難材料に配慮した計画とします。

・ ＣＯ２削減を目標とし地球環境に配慮した機器を採用します。

・ 処分時の環境への影響を低減したエコ電線・エコケーブルを採用します。

○ 安心、安全への配慮

・ 耐震性、安全性に配慮した計画とします。

・ 車椅子対応器具等、障がい者に配慮した計画とします。

○ 維持管理への配慮

・ 汎用機器の採用を原則とし、故障時対応や更新に配慮した計画とします。

・ 中央監視装置による最適運用と保守の省力化に配慮した計画とします。

・ リニューアルや設備保全を考慮した設備スペース計画を行います。

３） 適用基準

本計画を進めるにあたり、下記に挙げる基準等に基づき計画するものとします。

・公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

・公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

・建築設備設計基準　

・建築設備計画基準　

・建築設備工事設計図書作成基準　

・建築設備耐震設計・施工指針　
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４） 設備概要

電気設備計画
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２.設計概要

(1)   電灯設備

・建築用途・機能・意匠を考慮し、照明・コンセントを計画します。

・照明計画における基準照度はＪＩＳ基準とします。

・照明器具は原則として電圧フリーを採用します。

・照明制御システムにより集中点滅管理を行います。

・窓に面した執務室は明るさセンサーによる自動調光制御を行います。

・更衣室・トイレ等は人感センサーによる点滅制御を行います。

・コンセント容量は、執務スペース（ＯＡフロア）を５０～７０ＶＡ／㎡とし、配置変更に対応しやすいブロックコ

　ンセント方式とします。

・分電盤の分岐ブレーカーについては増設を考慮し、プラグインタイプを検討します。

・エネルギーの管理のために各種別の電力量の計量を可能とするよう電力量計の設置系統を計画します。

・分電盤に避雷器を設置し、雷電流から機器を保護することを計画します。

・「官庁施設の総合耐震計画基準」により発電機回路とする負荷を検討します。

(２)   防災照明設備

・建築基準法に基づき非常用照明を設置します。イニシャル、ランニングコスト検討によりLEDの電池内臓型

　とします。

・消防法に基づきLED誘導灯電池内蔵型を設置します。

(３)   動力設備

・動力用電源を必要とする各設備機械室での動力制御盤及び各機器までの配管配線を行う計画とします。

・幹線計画はケーブルラック+配管方式とします。

(４)   雷保護設備

・建築物の高さが２０mをこえる既存庁舎には、建築基準法に基づき雷保護設備を計画します。

(５)   受変電設備

・受電方式は本線・予備線の2回線受電方式を考慮した受電方式を計画します。

・水害を考慮し、電気室を附属棟の2階に設置する計画とします。

・受配電盤は保守管理が容易で信頼性及び安全性の高い、屋内キュービクルを設置します。

・変圧器はトップランナー（モールド）を採用します。

・変圧器架台には防振装置を設置します。

・メーターはマルチメーターとします。

(６)   静止形電源設備

・災害時等の瞬停対策として、主にサーバー用の無停電電源装置（バッテリー）を計画します。

・容量は既設使用容量及び将来用を考慮して30kVAとします。

・電気方式は単相三線１００/２００Vとします。
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(７)   発電設備

1.自家発電

・水害を考慮し、発電気室を附属棟の2階に設置する計画とします。

・商用電源途絶時に消防法、建築基準法に基づく防災設備・非常照明及び情報発受信システムに支障の

　ないように非常用発電機を計画します。

・災害時の商用電源途絶時には、3階の災害対策室が防災拠点の中心となるため、災害対策活動に支障が

　ないように照明、コンセント、空調等に電源を供給する計画とします。

・発電機は災害に強く、冷却水が不要なガスタービン発電機を採用します。

・燃料は入手が容易で他用途にも活用できる軽油とし、耐震計画基準により、7日間（168時間）対応とします。

・発電機容量は、耐震計画基準の供給対象負荷により甲類と確認し、負荷を決定します。

・発電機架台には防振装置を設置します。

2.太陽光発電

・建替2期庁舎屋上に太陽光パネルを設置し、消費エネルギーの低減を行います。

・50kW程度の発電量を確保します。

・供給エリアは、建替2期庁舎の1階部分を計画します。

(８)   構内情報通信網等設備

・情報端末用の配線経路を構築します。

・情報用幹線はフロア間を結ぶ幹線は光ケーブルとし、フロア内はメタルケーブルとします。

・情報用幹線の光ケーブル及びメタルケーブルはいずれも二重配線とします。

・各階EPS内にネットワーク機器用１９インチラックの設置及びネットワーク機器用電源を計画します。

・建替1期2期庁舎及び既存庁舎の各階EPS内に建替1期庁舎3階サーバ室を起点とする光ケーブル幹線の

　敷設を計画します。

・建替1期2期庁舎及び既存庁舎の各階EPSから事務室内設置情報コンセントまでのメタルケーブルの敷設を

　計画します。なお、情報コンセントは４口を計画します。

・建替1期2期庁舎及び既存庁舎の各階EPSから各階天井設置無線アクセスポイントまでのメタルケーブルの

　敷設を計画します。

・建替1期2期庁舎及び既存庁舎の各階天井裏に光ケーブル及びメタルケーブル用ケーブルラックの設置を

　計画します。

・建替1期庁舎から保健センター・附属棟までの建屋間光ケーブル幹線の敷設を計画します。

・既存庁舎耐震補強工事実施時の仮設事務室用に仮設幹線の敷設を計画します。

・上記に記載する以外の事項については、庁内LAN再整備資料を参考とします。

・サーバ等の機器等設置は別途工事とします。なお、機器等設置にあたっては、建築工事施工業者による

　幹線の敷設と機器設置事業者によるサーバ機器等の設置が綿密に連携される必要があることから、

　建築工事施工業者、機器設置業者、市による3者協議を行います。
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(９)   構内交換設備

１.構内交換

・建替1期庁舎3階、交換機室に交換機を設置する計画とします。

２.防災無線等

・防災無線・環境測定装置等の移設を計画します。

(１０)   映像・音響設備

・会議室・議場・委員会室機能としてのＡＶ設備及び議場システムを計画します。

・建替1期庁舎3階災害対策室及びオペレーションルームには、災害対策本部会議や各機関からの情報を

　整理分析が可能なような音響設備、大型ミニター、モニター、マイク等を計画します。

(１１)   拡声設備

・附属棟の中央監視室に非常業務兼用アンプ、建替2期庁舎の守衛室に非常リモコンを設置し、消防法に

　基づき非常放送設備を計画します。

・火災報知設備との連携による「出火階」「出火情報」「出火ゾーン」等のメッセージによる的確な誘導支援を

　計画します。

・緊急地震速報の入力ができるように計画します。

・音量調整は、居室は壁付アッテネーター、共用部はアッテネーター付スピーカーを原則として計画します。

(１２)   誘導支援設備

１．インターホン

・連絡用として、夜間受付インターホン・エレベーターインターホンを計画し、附属棟中央監視室及び建替

　２期庁舎守衛室との通話が可能となるように計画します。

２．トイレ等呼出

・バリアフリーに配慮して多機能トイレに呼出し装置を設置し、呼出し表示器は附属棟中央監視室及び建替

　2期庁舎守衛室に設置します。

・難聴者用として、フラッシュライトを計画します。

(１３)   テレビ共同受信設備

・ＣＡＴＶ受信が可能となる様に空配管を計画します。

・ＢＳ、１１０°ＣＳアンテナを設置します。

・ＵＨＦアンテナを設置します。
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(１４)   監視カメラ設備

・管理運営用として監視カメラモニターを附属棟中央監視室及び建替2期庁舎守衛室に設置し、必要箇所に

　監視カメラを計画します。

・カメラは外部からの出入口、廊下等を中心に設置を計画します。

(１５)   入退室管理設備

・施設のセキュリティーに配慮して、入退室管理装置を計画します。主装置は附属棟中央監視室及び建替

　２期庁舎守衛室に設置します。

・サーバー室には入退室者の履歴を保存できるシステムを計画します。

(１６)   火災報知設備

・消防法に基づき自動火災報知設備、自動閉鎖設備、非常警報設備を計画します。

・受信機はＲ型とし、附属棟中央監視室に設置し、副受信機を建替2期庁舎守衛室に設置します。

(１７)   構内配電線路

・電気方式は三相３線式６．６ｋＶとし、電気室屋内キュービクル高圧受電盤まで配管配線を計画します。

・架空引込として、本線、予備線、それぞれ引込柱PASを新設します。

・施設の運用を考慮し、外灯の計画をします。

(１８)   構内通信線路

・既設通信用電柱より地中埋設管路により通信の引込を行います。

３．官庁施設の総合耐震計画基準

官庁施設の総合耐震計画基準を表１に示します。

４．各室諸元表

各室諸元表を各室諸元表１～３に示します。

・感知器は自動試験機能付きを計画します。

・各カメラの映像は録画できるものとします。

7



袖
ケ
浦

市
庁

舎
・他

庁
舎

事
例

耐
震

安
全

性
の

分
類

「
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

計
画

基
準

及
び
同

解
説

平
成

８
年

版
」
よ
り

○
：
採

用
○

：
採

用

甲
類

の
建

築
物

の
建

築
設

備
に
つ
い
て
は

、
大

地
震

動
後

に
お
い
て
、
災

害
応

急
対

策
活

動
等

を
行

う
間

の
人

命
の

安
全

の
た
め
に
必

要
な
防

災
設

備
機

能
を
確

保
す
る
。

×
：
不

採
用

×
：
不

採
用

△
：
不

明

甲
類

町
田

市
長

野
市

備
考

設
計

案
今

回
備

考

１
．

商
用

電
力

の
途

絶
対

策
（◎

印
：
原

則
と
し
て
採

用
す
る
も
の

　
　
○

印
：
採

用
が

望
ま
し
い
も
の

　
　
△

印
：
施

設
の

個
別

条
件

に
よ
り
採

否
を
検

討
す
る
も
の

）

自
家

発
電

設
備

及
び
直

流
電

源
設

備
の

設
置

◎
○

○
○

○
自

家
発

の
み

本
線

予
備

線
等

の
電

力
の

多
回

線
引

き
込

み
（
１
）

○
○

○
○

○

本
線

予
備

線
の

異
経

路
引

き
込

み
（
２
）

○
△

○
○

×

異
系

統
変

電
所

か
ら
の

電
力

の
２
ル

ー
ト
引

き
込

み
△

△
○

○
×

外
部

電
源

車
か

ら
の

引
き
込

み
及

び
接

続
対

応
○

×
○

×
×

２
．

発
電

回
路

と
す
る
負

荷
（○

印
：
自

家
発

負
荷

と
す
べ

き
も
の

　
　
△

印
：
施

設
の

活
動

内
容

に
よ
り
検

討
す
る
も
の

　
　
－

印
：
一

般
に
自

家
発

負
荷

と
し
な
い
も
の

）

照
明

活
動

拠
点

室
及

び
活

動
支

援
室

：
全

灯
数

○
○

×

長
野

市
庁

舎
で

は
、
災

害
時

の
活

動
拠

点
及

び
避

難
場

所
、
通

路
に

限
定

し
て
発

電
機

回
路

と
し
ま
し
た
。

○
○

活
動

通
路

：全
灯

数
の

１
／

２

一
般

事
務

室
：
１
ス
パ

ン
１
灯

以
上

一
般

諸
室

：全
灯

数
の

１
／

３

一
般

廊
下

：全
灯

数
の

１
／

３

階
段

：
全

灯
数

通
信

、
連

絡
用

機
器

通
信

、
連

絡
用

機
器

な
ど
活

動
拠

点
業

務
に
必

要
な
も
の

○
○

○
○

○

電
話

用
、
拡

声
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
親

機
等

○
○

○
○

○

公
衆

電
話

用
、
テ
レ
ビ
共

聴
用

（
受

像
機

用
を
含

む
）

○
○

○
○

○

情
報

処
理

装
置

業
務

の
継

続
に
必

要
な
も
の

○
○

○
○

○

空
調

関
連

機
器

活
動

拠
点

室
及

び
活

動
支

援
室

の
う
ち
必

要
な
も
の

○
○

○
○

○

無
窓

の
居

室
、
厨

房
、
湯

沸
室

、
給

気
・
排

気
フ
ァ
ン
の

全
数

○
○

○
○

○

給
水

・
排

水
ポ
ン
プ

全
数

（
浄

化
槽

を
含

む
）

○
○

○
○

○

厨
房

機
器

冷
蔵

庫
、
冷

凍
庫

等
必

要
な
も
の

（
な
お
、
被

災
者

炊
き
出

し
電

源
が

必
要

と
な
る
場

合
は

別
に
加

え
る
）

○
×

×
×

×

コ
ン
セ
ン
ト

業
務

の
継

続
に
必

要
な
も
の

○
○

○
○

○

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

各
バ

ン
ク
の

う
ち
１
台

～
半

数
○

○
○

○
○

切
換

に
よ
り
１
台

ず
つ
運

転
○

×
×

×
×

監
視

制
御

装
置

中
央

処
理

装
置

、
伝

送
端

末
局

等
必

要
な
も
の

（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
含

む
）

○
○

○
○

○

消
火

ポ
ン
プ
、
排

煙
フ
ァ
ン

全
数

（
火

災
時

の
み

運
転

）
○

○
○

○
○

非
常

用
照

明
全

数
（
火

災
時

の
み

運
転

）
○

○
○

○
○

自
動

火
災

報
知

装
置

、
放

送
装

置
全

数
（
防

排
煙

連
動

制
御

装
置

、
ｼ
ｬ
ｯﾀ

ｰ
等

防
災

機
器

を
含

む
）

○
○

○
○

○

直
流

電
源

装
置

全
数

○
○

○
○

×

発
電

機
室

給
排

気
フ
ァ
ン

全
数

○
○

○
○

○

発
電

機
用

補
機

全
数

（
燃

料
移

送
ポ
ン
プ
を
含

む
）

○
○

○
○

○

自
家

発
電

設
備

の
全

負
荷

に
お
け
る
連

続
運

転
可

能
時

間
及

び
燃

料
備

蓄
量

・甲
類

…
大

地
震

動
後

に
施

設
の

継
続

的
な
活

動
が

可
能

と
な
る
も
の

と
す
る
。
連

続
運

転
可

能
時

間
は

、
大

地
震

動
後

に
商

用
電

源
の

復
旧

に
要

す
る
時

間
と
し
、
そ
の

想
定

が
困

難
な
場

合
は

１
週

間
程

度
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
燃

料
備

蓄
量

は
、
商

用
電

源
の

復
旧

に
要

す
る
時

間
又

は
燃

料
の

補
給

に
要

す
る
時

間
の

う
ち
、
短

い
方

と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の

想
定

が
困

難
な
場

合
は

７
２
時

間
程

度
と
す
る
。

　
　
　
　
　
（
燃

料
補

給
も
加

え
て
１
週

間
程

度
の

連
続

運
転

が
可

能
な
自

家
発

電
設

備
と
す
る
。
）

耐
震

安
全

性
の

分
類

　
　
「
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

計
画

基
準

及
び
同

解
説

　
　
平

成
８
年

版
」
よ
り

甲
類

の
建

築
物

の
建

築
設

備
に
つ
い
て
は

、
大

地
震

動
後

に
お
い
て
、
災

害
応

急
対

策
活

動
等

を
行

う
間

の
人

命
の

安
全

の
た
め
に
必

要
な
防

災
設

備
機

能
を
確

保
す
る
。

甲
類

町
田

市
長

野
市

備
考

設
計

案
今

回
備

考

３
．

電
力

供
給

設
備

の
信

頼
性

の
向

上
対

策
（
◎

印
：原

則
と
し
て
採

用
す
る
も
の

　
　
○

印
：
採

用
が

望
ま
し
い
も
の

　
　
△

印
：
施

設
の

個
別

条
件

に
よ
り
採

否
を
検

討
す
る
も
の

）

電
力

供
給

は
別

々
の

変
圧

器
か

ら
二

系
統

供
給

す
る
な
ど
、
受

変
電

設
備

を
二

重
化

す
る
。

○
×

×
×

×

幹
線

を
別

々
の

ル
ー
ト
で
本

線
予

備
線

供
給

す
る
な
ど
二

重
化

す
る
。

○
×

×
×

×

電
力

供
給

設
備

の
監

視
制

御
設

備
は

、
信

号
多

重
伝

送
系

統
に
加

え
、
現

場
か

ら
の

直
送

配
線

系
統

を
○

○
○

○
○

設
け
る
。

電
力

供
給

設
備

の
監

視
制

御
設

備
の

全
体

を
二

重
化

す
る
。

△
×

×
×

×

自
家

発
電

設
備

を
補

機
類

を
含

め
て
複

数
セ
ッ
ト
に
分

割
し
、
単

独
運

転
・
並

列
運

転
を
可

能
に
す
る
。

○
×

×
×

×
（複

数
セ
ッ
ト
に
分

割
す
る
の

に
適

さ
な
い
、
小

容
量

の
場

合
等

は
除

く
。
）

自
家

発
電

設
備

の
冷

却
方

式
を
空

冷
式

と
す
る
。

◎
○

○
○

○

直
流

電
源

設
備

は
、
非

常
用

照
明

用
と
受

変
電

設
備

制
御

用
を
そ
れ

ぞ
れ

設
置

す
る
。

◎
○

○
○

×

直
流

電
源

設
備

は
、
受

変
電

設
備

制
御

用
と
し
て
、
予

備
機

を
設

置
す
る
。

○
×

×
×

×

４
．

公
衆

通
信

網
の

途
絶

・輻
輳

対
策

（◎
印

：
原

則
と
し
て
採

用
す
る
も
の

　
　
○

印
：
採

用
が

望
ま
し
い
も
の

　
　
△

印
：
施

設
の

個
別

条
件

に
よ
り
採

否
を
検

討
す
る
も
の

）

光
ケ
ー
ブ
ル

だ
け
で
な
く
メ
タ
ル

ケ
ー
ブ
ル

も
引

込
対

応
◎

○
○

○
○

異
な
る
電

話
局

か
ら
通

信
線

を
２
ル

ー
ト
で
引

込
対

応
△

×
×

×
×

異
な
る
通

信
事

業
者

の
通

信
線

を
引

込
対

応
○

○
○

○
○

光
速

デ
ジ
タ
ル

専
用

線
を
引

込
対

応
△

×
×

×
×

携
帯

電
話

、
自

動
車

電
話

の
通

話
対

応
（
地

下
階

等
で
利

用
す
る
場

合
に
は

、
中

継
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
す
る
）

○
×

×
×

×

通
信

衛
星

（Ｃ
Ｓ
）
送

受
信

の
利

用
対

応
△

△
△

ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み
×

×
ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み

マ
イ
ク
ロ
波

通
信

の
利

用
対

応
△

△
△

ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み
×

×
ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み

仮
設

通
信

機
（
ポ
ー
タ
ブ
ル

衛
星

通
信

装
置

等
）
の

利
用

対
応

△
△

△
ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み
×

×
ﾙ
ｰ
ﾄ確

保
の

み

５
．

雪
害

対
策

（◎
印

：
原

則
と
し
て
採

用
す
る
も
の

　
　
○

印
：
採

用
が

望
ま
し
い
も
の

　
　
△

印
：
施

設
の

個
別

条
件

に
よ
り
採

否
を
検

討
す
る
も
の

）

発
電

機
排

気
管

及
び
ガ
ラ
リ
の

雪
の

吹
込

み
対

応
○

×
×

×
×

降
雪

地
域

で
は

な
い

ラ
ジ
エ
タ
ー
の

保
護

○
×

×
×

×

６
．

雷
保

護
対

策

建
物

を
雷

撃
か

ら
保

護
す
る
。
（
外

部
雷

保
護

）
○

○
○

○
○

通
信

機
器

等
を
雷

撃
か

ら
保

護
す
る
。
（
内

部
雷

保
護

）
避

雷
器

の
設

置
○

×
×

○
○

３.官庁施設の総合耐震計画基準（甲類検討書）
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5F

PH1F

6F

7F

PH2F

1F

2F

3F

4F

B1F

建替2期庁舎 既存庁舎 附属棟建替1期庁舎

ﾊﾟﾜｺﾝ

BAT

ＰＡＳ ＰＡＳ

５.幹線系統図

太陽電池

受変電設備

EPSEPSEPS

非常用発電機

東京電力
本線引込

東京電力
予備線引込
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照明 一般ｺﾝｾﾝﾄ OAｺﾝｾﾝﾄ 一般動力 保安照明 誘導灯・非保ｺﾝｾﾝﾄ 防災動力

1φ3W 210/105V 1φ3W 210/105V 1φ3W 210/105V 3φ3W 210V 1φ3W 210/105V 1φ3W 210/105V 3φ3W 210V

AC AC AC AC AC-GC AC-GC AC-GC

階数 ㎡ VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA VA/㎡ kVA

建替1期庁舎 4,900 40 196 10 49 60 294 60 294 10 49 10 49 20 98

計 4,900 196 49 294 294 49 49 98

需要率 0.8 0.4 0.4 0.8 0.8 0.2 1.0

余裕率 1.5 1.5 1.5 1.5

負荷容量 235 29 176 353 39 10 98

合計 441 353 49 98

変圧器容量 200kVA×2 300kVA×1 50kVA×1 100kVA

建替2期庁舎 1,300 40 52 10 13 60 78 60 78 10 13 10 13 20 26

計 1,300 52 13 78 78 13 13 26

需要率 0.8 0.4 0.4 0.8 0.8 0.2 1.0

余裕率 1.5 1.5 1.5 1.5

負荷容量 62 8 47 94 10 3 26

合計 117 94 13 26

変圧器容量 100kVA×1 100kVA×1 20kVA×1 30kVA

既存庁舎 6,900 40 276 10 69 60 414 60 414 10 69 10 69 20 138

計 6,900 276 69 414 414 69 69 138

需要率 0.8 0.4 0.4 0.8 0.8 0.2 1.0

余裕率 1.5 1.5 1.5 1.5

負荷容量 331 41 248 497 55 14 138

合計 621 497 69 138

変圧器容量 200kVA×3 500kVA×1 75kVA×1 150kVA

附属棟 1,300 20 26 20 26 40 52

計 26 26 52

需要率 0.8 0.2 1.0

余裕率

負荷容量 21 5 52

合計 26 52

変圧器容量 30kVA×1 50kVA

変圧器容量　計 1100kVA 900kVA 175kVA 330kVA

変圧器容量　合計 2505kVA

（１）変圧器容量算出書

・保守管理を考慮して棟毎に電灯・動力変圧器を構成します。

・附属棟は、非常時に備え全て発電機系統とします。

７.受変電設備検討
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1

5

1

2

4

3

7

6

5

高圧受電盤（本線）

高圧き電盤 No.1

高圧き電盤 No.4

8

6

3φ3W 6600V 50Hz
500kVA

ガスタービン発電機

12 13

9

10

11

12

14

13

15

高圧き電盤 No.3

高圧き電盤 No.2

高圧コンデンサ盤 No.1

高圧コンデンサ盤 No.2

高圧コンデンサ盤 No.3

3φ3W 6600V 50Hz
本 線

15

電流計

W

cosφ

A

電力計

力率計

Wh

VCB

MM

真空遮断器

取引用積算電力量計

電子式マルチ指示計器

CH

DS 断路器

ケ－ブルヘッド

記号

<凡　例>

名称 備考

VCT 計器用変圧変流器

零相変流器ZCT

Wh 積算電力量計

引出形

V 電圧計

パルス出力

高圧電磁接触器VMC

VT 計器用変圧器

CT

VTT

CTT

計器用変流器

電圧試験端子

電流試験端子

記号 名称 備考

OCR

UVR

過電流継電器

不足電圧継電器

APFC 力率自動調整器

87

直列リアクトルSR

高圧コンデンサSC

3

11

9 10

L4P2L3P1

MCCB

LBS

配線用遮断器

高圧負荷開閉器

AL接点付(一括)

IOR 絶縁監視装置

高圧引込盤（本線)

L1

14

1

2

3

L2

4 6 8 10

5 7 9 11

12

13 21

GP1

22

高圧母線連絡盤 No.1

高圧母線連絡盤 No.2

高圧受電盤（予備線） 

高圧引込盤（予備線） 

高圧発電機受電盤

高圧コンデンサ盤 No.4

ELCB 漏電遮断器 AL接点付(一括)

PC パルス検出器

T モールド変圧器 トップランナー

中央監視盤

状態

警報

計量・計測

最大需要電流計MDA AL接点付

Hz 周波数計

THR サーマルリレー

CP サーキットプロテクター

15

PAS 気中負荷開閉器 VT,DGR,LA内蔵

電気室接地端子盤

L6

16

L5

14

P3

18

17

1

2

4

3

7

6

5

8

9

10

11

12

14

13

15

16

低圧一般電灯変圧器盤 No.1（一期棟）

17

18

19

低圧一般電灯MCCB盤 No.1（一期棟）

低圧一般動力変圧器盤 No.1（一期棟）

20

21

23

22

26

25

24

27

28

29

30

31

33

32

34

2

3φ3W 6600V 50Hz
予備線

4

GL11 GL12

20

19 25

GP2

26

GL21 GL22

24

23 29

GP3

30

GL31 GL32

28

27 33

GP4

34

GL41 GL42

32

31

低圧一般電灯変圧器盤 No.2（一期棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.2（一期棟）

低圧一般動力MCCB盤 No.1（一期棟）

低圧一般電灯変圧器盤（二期棟）

低圧一般電灯MCCB盤（二期棟）

低圧一般動力変圧器盤（二期棟）

低圧一般動力MCCB盤（二期棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.1（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.1（既存棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.2（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.2（既存棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.3（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.3（既存棟）

低圧一般動力変圧器盤（既存棟）

低圧一般動力MCCB盤（既存棟）

低圧保安電灯変圧器盤（一期棟）

低圧保安電灯MCCB盤（一期棟）

低圧防災動力変圧器盤（一期棟）

低圧防災動力MCCB盤（一期棟）

低圧保安電灯変圧器盤（二期棟）

低圧保安電灯MCCB盤（二期棟）

低圧防災動力変圧器盤（二期棟）

低圧防災動力MCCB盤（二期棟）

低圧保安電灯変圧器盤（既存棟）

低圧保安電灯MCCB盤（既存棟）

低圧防災動力変圧器盤（既存棟）

低圧防災動力MCCB盤（既存棟）

低圧保安電灯変圧器盤（管理棟）

低圧保安電灯MCCB盤（管理棟）

低圧防災動力変圧器盤（管理棟）

低圧防災動力MCCB盤（管理棟）

一般電灯・動力（一期棟） 一般電灯・動力（二期棟） 一般電灯・動力（既存棟） 保安電灯・防災動力（一期棟） 保安電灯・防災動力（二期棟） 保安電灯・防災動力（既存棟） 保安電灯・防災動力（管理棟）

（２）単線結線図
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受変電設備特記仕様書 （※印は必須かつ●印の項目を適用する）

１．本仕様による他、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に準じること。

高圧受変電設備盤仕様　

規　　格 ※JIS、JEM、JEC等の関連規格

形　　式 ●

高圧盤
保守方式

（規格）

○

低圧盤
保守方式

（規格）

高圧コンデンサ盤

高圧受変電設備機器仕様

高圧遮断器

（VCB）

操作方式 ○

据付方式

サージ対応

引外し方式

高圧断路器

（DS）　　

構　　造

操作方式

高圧交流負荷開閉器

（LBS）

操作方式

引外し方式

付属品 　絶縁バリア付（４枚）

変　　圧　　器

種　　別

消費効率 　トップランナー（2014）　　超高効率形　　超々高効率形

付属品
　ダイヤル温度計付（3針式）　　防振ゴム付　　耐震ストッパー付

高圧進相コンデンサ
種　　別 ○

高圧直列リアクトル 種　　別 　油入式　　モールド式、　リアクタンス：　L=6％　　L＝13％

配線用遮断器 MCCB 　一般形　　　直結差込取り付形（プラグイン方式）

低圧絶縁監視装置 方　　式 　Ｉgr方式　　Ｉor方式　　Ｉgr・Ｉor兼用方式

計器用変成器 高圧用 　コイルモールド　　全モールド　

保護継電器
静止形 　トランジスタ形　　ディジタル形

据付方式 　固定形　　引出形　

指示計器 方　　式 　機械式　　電子式　　複合電子式

２．盤の構造

※盤名称はアクリル製でエッチング非照光式とする。

※盤の扉は90度、110度開閉可能とし、それぞれの角度で止まるようにストッパーを設ける。

※屋内盤函体はメラミン焼付け塗装とする。なお、色彩は監督員の指示によること。

３．耐震対策及び耐振対策

※高圧引き下げ電線、低圧電線および可とう導体は、十分な余長を設ける。

※銅帯は、十分にクリートで支持すること。

４．保守・安全対策

※扉開放時充電部に手が触れるおそれがある部分は、透明保護カバーを設置する。

※各盤内の照明は、ドアスイッチにて点滅する。（照明器具はLED方式とする）

※主回路の接続端子付部付近に３点式サーモラベル(70℃)を貼付する。（変圧器二次側、低圧配電盤一次母線）

※表示ランプはLEDとする。

５．機能

※配線用遮断器はトリップ警報接点付とし、遮断容量は変圧器２次側直下の容量を満足するものとする。

※短絡及び地絡保護協調は、電力会社短絡遮断容量計算書をもとに各機器及び電路の電気的・機械的強度を満足する

　ものとする。

※非常回路に使用する低圧電磁接触器（MC）は、瞬時励磁式とする。

　瞬時(5秒以内-20A)相当品を盤内に収容する。

６．予備品等

※予備品、附属工具等は、下記以外は製造者の標準一式として納入する。

　・VCBリフター（引出形多段積みの場合のみ）、ディスコン棒（長短各１本）、絶縁ゴム手袋、ゴム長靴

　・高低圧共ヒューズは現用数の20％とし、種別及び定格ごとに１組以上

　屋内設置の変圧器は移動車輪付(転倒防止用ストッパー付)

※VCB,VMC,盤内警報用としてDC100V電源装置を使用しバッテリー内蔵形,出力DC100V?108V DC104V常時12A

保守方式

（規格）

（　屋内形　　屋外形）　　　（　一般形　　消防認定形）

　前後面保守形　（規格：　 JIS C4620　　JEM1425CW）○ ○

　前面保守形　  （規格：　 JIS C4620　　JEM1425CW準拠）

　前後面保守形　（規格：　 JIS C4620　　JEM1265）

　前面保守形　　（規格：　 JIS C4620　　JEM1265準拠）

　中通路保守形　（規格：　 JIS C4620）

● ○ ●

○ ○

●

○

○

○ ○

　前後面保守形　（規格：　 JIS C4620　　JEM1425CW）

　前面保守形 　 （規格：　 JIS C4620　　JEM1425CW準拠）

○ ○ ○

○

　手動はね　　電動ばね　　電磁操作

　固定形　　　引出形

　汎用品　　　低サージ品

　コンデンサ引外し　　　　直流電圧引外し

　単極単投　　三極単投

　フック棒　　遠方手動　　電動操作

　フック棒　　遠方手動　　電動操作

　無し　　ストライカー引外し　　電動引外し

　油入式　　モールド式　　アモルファス式

● ○

○ ●

● ○

○ ●

○ ●

○ ● ○

● ○ ○

○

●

○ ● ○

●

●

● ○

○ ○

● ●

○

　油入式　　ガス式、　高調波対応：　L=6％　　L=13％　　　　　

　放電抵抗内臓　　放電コイル付

● ● ○

●

○ ● ● ○

●

○ ● ○

● ○

○ ●

● ○

○ ● ○

７．高圧区分開閉器

※高圧区分開閉器は下記による。

　架空設置用（●PAS）　地中線用（○UAS ○UGS）

ケース材質（○鋼板製　●ステンレス製）

気中式

気中式PAS

ガス式

保護種別（○無方向性　●方向性）

内蔵機器（●LA内蔵　●VT内蔵）

UAS 保護種別（※方向性）　内蔵機器（※VT内蔵）

UGS 保護種別（※方向性）　内蔵機器（※VT内蔵）

付加機能 　励磁突入電流制御○

放電機器 ○

○

塗　　　装 　一般　　屋外仕様（粉体又は蒸着塗装）　　耐塩塗装　　重耐塩塗装● ○ ○○

●

● ●

同左高圧コンデンサ盤

12 151413

No.2
同左
No.3

同左
No.4No.1

3φ3W 6600V 50Hz
本線

5

11 19 27
3φ3W 6600V 50Hz

発電機2312 1 7

引込盤(予備線)

2

高圧受電盤(予備線) 注記：外形及び寸法は参考とする。

4

高圧き電盤
No.4

10 119

高圧母線連絡盤

7

高圧発電機高圧き電盤
No.2

6

高圧受電盤(本線)

3

引込盤(本線)

1

受電盤No.1

8

No.2
高圧き電盤

No.1

5

高圧き電盤
No.3

3φ3W 6600V 50Hz
予備線

50
23

00

23
50

50
23
00

23
50

11900

11001000 1100 11001000 1100 11001100 1100 11001100

950

3900 950

9009001200 900

31

●○ ○

※警報電源は上記電源装置よりDC100V?DC24Vに降圧して回路を構成すること。

※制御回路の保護はヒューズを使用せず全てCP（サーキットプロテクター）とする。

（３）高圧盤外形図
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注記：外形及び寸法は参考とする。

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

2

1200900

MCCB盤
同左

5

1100

低圧一般電灯変圧器盤
No.1（一期棟）

1

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

900 900

MCCB盤
同右

18

1500

950

5

900

低圧一般動力変圧器盤
（一期棟）

13800

低圧一般動力変圧器盤
（既存棟）

17

900

12800

900 900

低圧一般電灯変圧器盤
No.2（一期棟）

3 4

MCCB盤
同左

6

MCCB盤
同左

20

MCCB盤
同左

1100

低圧保安電灯変圧器盤
（一期棟）

19

900

22

MCCB盤
同左

1100

低圧防災動力変圧器盤
（一期棟）

21

900

32

MCCB盤
同左

1100

低圧保安電灯変圧器盤
（管理棟）

31

900 1000

34

MCCB盤
同左

900

低圧防災動力変圧器盤
（管理棟）

33

9 10

1000

8

MCCB盤
同左

900

（二期棟）

7 10

MCCB盤
同左

1100

低圧一般動力変圧器盤
（二期棟）

9

900

低圧一般電灯変圧器盤

24

MCCB盤
同左

1100

低圧保安電灯変圧器盤
（二期棟）

23

900 1000

26

MCCB盤
同左

900

（二期棟）

25

低圧防災動力変圧器盤

1100

低圧一般電灯変圧器盤
No.1（既存棟）

11 12

MCCB盤
同左

900 900

低圧一般電灯変圧器盤
No.2（既存棟）

13 14

MCCB盤
同左

900 900

低圧一般電灯変圧器盤
No.3（既存棟）

15 16

MCCB盤
同左

1200

27

900

低圧保安電灯変圧器盤
（既存棟）

28

MCCB盤
同左

900 900

30

MCCB盤
同左低圧保安動力変圧器盤

（既存棟）

29

7800

6 106 9

（４）低圧盤外形図
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1

2

4

3

7

6

5

高圧受電盤（本線）

高圧き電盤 No.1

高圧き電盤 No.4

8

9

10

11

12

14

13

15

高圧き電盤 No.3

高圧き電盤 No.2

高圧コンデンサ盤 No.1

高圧コンデンサ盤 No.2

高圧コンデンサ盤 No.3

高圧引込盤（本線)

高圧母線連絡盤 No.1

高圧母線連絡盤 No.2

高圧受電盤（予備線） 

高圧引込盤（予備線） 

高圧発電機受電盤

高圧コンデンサ盤 No.4

1

2

4

3

7

6

5

8

9

10

11

12

14

13

15

16

低圧一般電灯変圧器盤 No.1（一期棟）

17

18

19

低圧一般電灯MCCB盤 No.1（一期棟）

低圧一般動力変圧器盤 No.1（一期棟）

20

21

23

22

26

25

24

27

28

29

30

31

33

32

34

低圧一般電灯変圧器盤 No.2（一期棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.2（一期棟）

低圧一般動力MCCB盤 No.1（一期棟）

低圧一般電灯変圧器盤（二期棟）

低圧一般電灯MCCB盤（二期棟）

低圧一般動力変圧器盤（二期棟）

低圧一般動力MCCB盤（二期棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.1（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.1（既存棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.2（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.2（既存棟）

低圧一般電灯変圧器盤 No.3（既存棟）

低圧一般電灯MCCB盤 No.3（既存棟）

低圧一般動力変圧器盤（既存棟）

低圧一般動力MCCB盤（既存棟）

低圧保安電灯変圧器盤（一期棟）

低圧保安電灯MCCB盤（一期棟）

低圧防災動力変圧器盤（一期棟）

低圧防災動力MCCB盤（一期棟）

低圧保安電灯変圧器盤（二期棟）

低圧保安電灯MCCB盤（二期棟）

低圧防災動力変圧器盤（二期棟）

低圧防災動力MCCB盤（二期棟）

低圧保安電灯変圧器盤（既存棟）

低圧保安電灯MCCB盤（既存棟）

低圧防災動力変圧器盤（既存棟）

低圧防災動力MCCB盤（既存棟）

低圧保安電灯変圧器盤（管理棟）

低圧保安電灯MCCB盤（管理棟）

低圧防災動力変圧器盤（管理棟）

低圧防災動力MCCB盤（管理棟）

23

109

87

5321 4

24 25 26

6 2019

2221

3231 3433

910

1
1

17 18 27 2811 13 14 15 1612 29 30

U
P
S

1
3

1
2

1
4

1
5

321 4 5 6

8 7

1800*2500

電気室

室外機置場・機器搬入口

雑排水槽

受水槽

消火水槽

ポンプ置場

EPS

発電機室

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用扉

1800*2500

FL±-150

1800*2500

70.27㎡

97.32㎡

158.98㎡

71.96㎡

（５）附属棟電気室配置図
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発電機室

壁面給気ガラリ(建築工事)
ガラリ入口：約5.4m2必要

室内給気ダクト

燃焼給気ダクト

排気消音器

A

A

発電機排気管　５５０Ａ立上げ

排気出口方向は直上或いは斜め上方向とする事。

換気ダクト

15

5 4

配線ピット W400

換気フード(防鳥金網付)
SUS製

排気管　φ550
断熱材　75mm

防油堤　H=300
堤内防水仕上

油溜升

3

1
2

10
60

16
00

15
00

配管ピット W300

39001950 100

18
00

60
0

900900900

2100150 150

1000550 550

15
0

21
00

15
0

10
00

55
0

55
0

発電機排気管出口部
排気出口方向は直上或いは斜め上方向とする事。

排気管　550A

排気管底部水抜き

排気消音器

500kVA
ガスタービン発電装置

A-A矢視断面図

備 考

（１）附属棟発電機室配置図

８.自家発電設備検討

kuwashit
タイプライタ
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排気量 ５５０ｍ ／ｍｉｎ

排気
３

１８０ｍ ／ｍｉｎ

換気

換気量
３

SF二重殻式地下タンク

（ａｔ５９０℃）

ガスタービン発電装置

５００ｋＶＡ

950L（灯油）

燃料小出槽

排気管　φ５５０

断熱材　７５ｔ

圧力調節ダンパ

防火ダンパ

換気消音器

８５ｄＢ（Ａ）

換気ファン

３．７ｋＷ

防火ダンパ

室内給気消音器

排気消音器

８５ｄＢ（Ａ）

ＧＬ+４ｍ以上立上げ
周囲１ｍ以上に開口部等無き事

通気管

ＳＧＰ３２Ａ

送油管

ＳＧＰ２０Ａ 通気口　５０Ａ

ＧＬ+４ｍ以上立上げ
周囲１ｍ以上に開口部等無き事

給油口ボックス

通気管

ＳＧＰ５０Ａ

給油管

ＳＧＰ６５Ａ

ドレン管

ＳＧＰ２０Ａ

ウィングポンプ

移送管

ＳＧＰ３２Ａ

油溜桝防油堤

躯体（建築工事）

移送管　ＳＧＰ３２Ａ

乾燥砂

乾燥砂（建築工事）

液面計，ローリーアース付

換気ダクト

（SS製）

室内給気ダクト

（SS製）

返油管

ＳＧＰ５０Ａ

25000L

８５ｄＢ（Ａ）

通気口　３２Ａ

返油管　ＳＧＰ５０Ａ

測定口　１００Ａ

発電機室

（SUS製）

屋　外

配管ピット

（建築工事）

給気

※フレキシブル継手長サ凡例（ＳＵＳ３０４）

配管口径

２５Ａ，３２Ａ，４０Ａ

ストレーナ

可トウ管

レジューサ

Ｐ 燃料ポンプ

逆　止　弁

フランジ

５０Ａ以上
バルブ（常時閉）

バルブ（常時開）

燃料配管凡例

記　号 名　称

１５Ａ，２０Ａ

５００ｍｍ

８００ｍｍ

３００ｍｍ

継手長さ

室内給気ファン

３．７ｋＷ

エンジン吸気消音器

８５ｄＢ（Ａ）

エンジン吸気ダクト

（SS製）

給気ガラリ（建築工事）

（建築工事）

給気用チャンバー

エンクロージャ換気フード（SUS製）

雨仕舞（SUS製）

（ａｔ７０℃）

出口部防鳥金網取付

▽２ＦＬ

Ｐ

返油管

ＳＧＰ４０Ａ

小出槽架台内に設置

燃料返油ポンプ

１．５ｋＷ

▽１ＦＬ

移送管

ＳＧＰ３２Ａ

返油管

ＳＧＰ５０Ａ

給気量 ３４０ｍ ／ｍｉｎ３

（ａｔ３３℃）

通気管

ＳＧＰ５０Ａ

ガラリ面積：約５．４ｍ　必要２

配管ピット

（建築工事）

乾燥砂

漏油検知装置

Ｐ

油中ポンプ（燃料移送用）（１．１ｋＷ×２台）

Ｐ

Ｍ Ｍ

（自動交互運転）

揚
程
高
さ
：
最
大
３
５
ｍ
迄

※油中ポンプ吐出最大揚程能力:３５ｍ

（２）自家発電機　配管・ダクトシステム系統図

kuwashit
タイプライタ
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９．議場システム検討

kuwashit
タイプライタ
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委員会室プラン

１０．委員会室検討

kuwashit
テキスト ボックス
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１１．非常・業務兼用放送設備検討

kuwashit
タイプライタ
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１２．監視カメラ設備検討

kuwashit
テキスト ボックス
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受付案内設備
形式

業務数

1〜無限

発券方式
タッチパネル方式

接続台数
操作器100台
表示器100台

システム特色

・パソコンベースタッチパネル方式
・表示器4桁白色LCD
・呼出モニタ取付可能
・6か国語呼出可能
・渡り機能
・発券画面階層方式

おすすめ

       ◎

・1〜12業務まで⾃由に名称変更可能
・パソコンベースの為カスタマイズ性が高い
・渡り機能採用の為、総合窓口向け

用途

・中規模〜⼤規模の総合窓口向け
・複数の用件を1つの番号札で発券・呼出管理ができる機能があるた
め総合窓口向け
・カスタマイズ性が高いため、独⾃の運用をしたいユーザー向け

事例

１３．窓口システム検討

kuwashit
テキスト ボックス
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A案：出入管理と A案：出入管理と

カードリーダー 生体認証

システム

カードリーダーによる 生体認証による

出入管理システム 出入管理システム

・不特定人物の入室制限、履歴管理を行う。 ・不特定人物の入室制限、履歴管理を行う。

・比較的高レベルのセキュリティ運用が可能。 ・比較的高レベルの　セキュリティ運用が可能。

セキュリティ
中 高

レベル

メリット

・カードをかざすだけで解錠。 ・個人を認証するためなりすまし不可。

・管理用パソコン上で詳細な管理運用ができる。 ・管理用パソコン上で詳細な管理運用ができる。

・拡張性に優れ、
　希望に応じて柔軟に カスタマイズ可能。

・拡張性に優れ、
　希望に応じて柔軟に カスタマイズ可能。

デメリット

・比較的高価。

・比較的高価。・カードが人の手に渡ると入室できてしまう。

登録件数
30,000名（オプション最大100,000名）

ただし、認証装置本体には5万名登録可能

盤面 状態表示のみ

管理用
ＰＣ

○管理用パソコンで　 各種設定・遠隔操作・状態確認・履歴管理が可能。

履歴管理の可否 ○詳細に管理が可能

将来拡張性
・電気錠・管理扉数の増加に柔軟に対応。

・電気錠・管理扉数の増加に柔軟に対応。

・多数拠点でも一元管理が可能。

他機器との連動 勤怠管理・フラッパーゲート・生体認証などと幅広く連動が可能。

入退室管理設備機能

１４．入退室管理設備検討

kuwashit
テキスト ボックス
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入退室管理設備

kuwashit
タイプライタ
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（１）感知器 （２）受信機

１５．火災報知設備検討

kuwashit
タイプライタ
33



1F

2F

3F

4F

5F

PH1F

号番域作動C
NO 区 専用感知器連動用（自動試験機能付を含む）

号番域戒警No 区 火災表示用（自動試験機能付を含む）

合複 盤

NO 動 作 区 域 番 号 排煙口用

NO 動 作 区 域 番 号 防火ダンパ用

動 作NO 号番域区 防火戸，防火シャッタ用

埋込縦型箱容収器機

盤中 継 器

機受 信

記 名号

凡

備称
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附属棟

既存新庁舎

既存新庁舎

既存新庁舎

R型

P型

器機 収 容 易操作性１号消火栓内蔵箱

工事【１】 工事【３】

工事【２】

既存

※附属棟を増築する。

※受信機を新設する。

※建替1期庁舎を新築する。

※建替1期庁舎の警戒は附属棟内の

新設した受信機にて警戒。
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PH1F
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附属棟
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既存新庁舎

※既存庁舎の改修を行う。
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R-7

R-8

R-9

R-10

R-11

R-12

R-13

R-14

※中継器盤、幹線を新設する。

建替1期庁舎

建替1期庁舎

既存庁舎

既存庁舎

既存庁舎

既存庁舎

R-1

R-2

R-3

R-4

R-5

R-6

R-15

R-1

R-2

R-3

R-4

R-5

R-6

n

n

n

n

既存議場

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

既存議場

既存議場既存議場

（３）更新ステップ図
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※既存庁舎を解体する。
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※新設した中継器盤、幹線に既存棟の

順次行っていく。

改修工事に合わせて盛り変え工事を
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完了
※工事完了

既存庁舎

既存庁舎

建替2期庁舎建替1期庁舎

建替1期庁舎

建替1期庁舎
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